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表 1・1 表 1・2
色相番号 日本画表記 トーン暗記号 表記
1 紫みの赤 p 薄い
2 赤 ltg 明るい灰みの
3 賀みの赤 g 灰みの
4 赤みの橿 dkg 暗い灰みの
5 橿 It 浅い
6 質みの檀 sf 柔らかい
7 赤みの賀 d 鈍い
8 賀 dk 暗い
9 縄みの賀 b 明るい
10 質録 s 強い
1 質みの蹄 dp 深い
12 緑 v 鮮やかな
13 青みの揖
14 背鰻 表 1・3
15 膏緑
16 録みの膏 無彩色記号 表記
17 膏 w 自







































































































































図 2・1 着物の生地（トーン＆色相） (1）『袴j (2) 
『卒業時装j
なる。色相は番号を以下のように分類したo色
相番号 1・3を赤、 4・6をオレンジ、 7・9を賞、
10を黄緑、 11・13を緑、 14、15を背緑、 16-19
を育、 20を青紫、 21・23を紫、 24を赤紫とし、
W は白、 Gyは灰、 Bkは黒として集計した。
これらの出現数を全体数に対する割合で示した






































制の色は、（表 2）から両カタログとも W （「I)





















を トー ンと色祈｜に分けて集計 しーた（｜ぎ15・1袴
の生地（以下：「生地J)(1）『袴J(2）『卒業時談j、
｜火15・2紛の柄（以下：「柄J)(1）『袴J(2）『卒
業時淡J）。「生地」の色は、 （表 3）から f持j
はdk2(Jl1yい赤）、 『卒業時装jはBk（以）が
1 位となった (I主I6-1、図 6-2）。『持jでは 1
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顕位 色記号 出現数 色記号 出現数
dk2 10 dp2 1 
2 dkg18 5 d凶 8 
3 Bk 5 w 6 
4 dk12 4 b2 3 
5 dp20 3 b24,d22 3 
(2）『卒業時装j
＼＼ 生地 柄
顕位 色記号 出現数 色記号 出現数
Bk 10 p2 8 
2 dk2 3 p24 5 
3 dk14 3 w 3 
4 dk18 3 v2,dp24, 
l也2,g12
2 








dk （暗い）、 dkg（暗い灰みの）、 dp（深い）の
低明度トーンの割合が高く、 7割以上を占め

















































































持の色が続く 。 総括すると 、 持の装いには、 ~＼
物の選択が優先で特に色については重要である
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ィネー ト （図 12）などがみられた。 Fl凶から














Jじな女子大学家政学部紀~ 貫~ 62 イ王子 (2ゆ16)

































































共立女子大学家政学部紀~ 買~ 62号 (2016) 
Bk （黒）や紫系は本学学生には人気がなく、
カタログではあまり取り上げられていないp2






( 1 ）恭やかな巻き~ (2）ボブをベースとした 女学生をイメージする若装を好む傾向もみられ
ヘア・スタイル
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